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「江戸文藝文庫」新収書目一覧（五）
―
 二〇一三
―
二〇一五年度―
江戸文藝文庫選定分科会
　
編
*
はじめに
近年、大学財政の緊縮により、図書館予算全体が厳しい
状況に置かれている。各特別文庫も例外ではない。本文庫も二〇一四年度から予算が半減し、図書の購入も思うに任せない。 特 今二〇一五年度は一点しか収蔵できなかった。よって、 これまで二年ごとに収蔵書の報告を行って たが、今年度は三年度分をまとめて報告することと た。
大学図書館の蔵書の充実は の社会的文化的役割と
しても極めて重要である。スーパーグローバル大学創成で盛り上がるのも結構だが、時流 迎合せず、学問の府
ての誇りを持って、自らの文化的使命を果たすことに務めてもらいたい。我が母校の未来のために、切にそう願う次第である。
一
　
二〇一三年度
　
購入図書
二〇一三年度は、五点を収蔵した。１『恋福引』は、五
島美術館の「大東急記念文庫」蔵本が知られるのみ 稀本である。
２『先開梅赤本』は、本文庫の基幹となる作家山東京伝
の作である。本文庫 京伝コレクションは質量ともに充実しているが、今後より一層の拡充を図っていきた 。
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３ 『名代振袖』 の作者、 内新好は経歴に謎の多いマイナー
作家だが、このような作家の作品を丹念に拾い集めていくのも本文庫の使命である。
４『綴合於傳假名書』 ・５『花洛中山城名所』は、明治
時代の合巻で、これも本文庫の蒐書対象である。これまでも徐々にではあるが継続的に収蔵してきた。今後も機会あるごとに蒐集に努めていきたい。１
　
恋福引（こいのふくびき）
（参考図版１）
番号
　
913.57/76//H
分類
　
青本
巻冊
　
上下二冊
著者
　
鳥居清経画
板元
　
不明
成立
　
安永元年（一七七二） 。題簽による。
2
　
先開梅赤本 （まずひらくうめのあかほん）
（参考図版２）
番号
　
913.57/SA
1-83//H
分類
　
黄表紙
巻冊
　
上中下三冊
著者
　
山東京伝画作
板元
　
蔦屋重三郎
成立
　
寛政五年序（一七九三）
3
　
名代振袖（みょうだいふりそで）
（参考図版３）
番号
　
913.57/N
A
4-1//H
分類
　
黄表紙
巻冊
　
上下二冊
著者
　
内新好
板元
　
不明
成立
　
寛政三年刊（一七九一）
4
　
綴合於傳假名書（とじあわせおでんのかなぶみ）
	
	
（参考図版４）
番号
　
913.6/SH
2-2//H
分類
　
合巻
巻冊
　
一冊
著者
　
篠田仙果綴・楊洲周延画
板元
　
山松堂
成立
　
明治一二年（一八七九）序
5
　
花洛中山城名所
（
はなのみやこやましろめいしょ
）		
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（参考図版５）
番号
　
913.6/TA
1-2//H
分類
　
合巻
巻冊
　
上下 本一冊
著者
　
武田交來綴・歌川周延画
板元
　
錦栄堂大倉孫兵衛板
成立
　
明治一二年（一八七九）序二
　
二〇一四年度
　
購入図書
二〇一四年度は、三点を収蔵した。１『菊水物語』は、
「日本古典籍総合目録データベース」 （国文学研究資料館
 
http://w
w
w
.nijl.ac.jp/ ）では、 『菊水之巻』として登録さ
れているもので、所蔵館は数件しかない稀本である。作者の永寿堂は、板元西村屋与八の堂号。西村屋は、柳亭種彦を擁して文化末から天保初年頃までの合巻の全盛を担った板元である。作者としての与八は、寛政末年に五作ほどの黄表紙・合巻を残している。
２『草紙合高評双六』は、 『犬の草紙』 『時代加々見』な
ど当時の合巻の登場人物を配した双六で、目で見る人気合
巻一覧ともなっており、見ていて楽しめる双六である。
３『恋渡操八橋』は、式亭小三馬（文化九〈一八一二〉
―嘉永六年〈一八五三〉一月一一日）の作。小三馬は式亭三馬の子で、文政末年から天保期に、合巻を中心に五〇作弱の作品を残している。1
　
菊水物語（きくすいものがたり）
（参考図版６）
番号
　
913.57/EI1-1//H
分類
　
黄表紙
巻冊
　
五巻合本
著者
　
永寿堂作・勝川春山画
板元
　
永寿堂
成立
　
寛政一〇年刊（一七九八）
2
　
草紙合高評双六（そうしあわせあたりすごろ ）
	
	
（巻頭カラー写真１）
番号
　
798/11//H
分類
　
遊戯
巻冊
　
一舗
著者
　
梅素亭玄魚稿・一陽斎豊国（三代）画
板元
　
若林堂若狭屋与市
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成立
　
安政二年（一八五五）九月
３
　
恋渡操八橋（こいわたるみさおのやつはし）
（参考図
版
７）
番号
　
913.57/SH
2-2//H
分類
　
合巻
巻冊
　
四巻 本二冊
著者
　
式亭小三馬作・香蝶楼国貞画
板元
　
松原堂
成立
　
天保一二年刊（一八四一）三
　
二〇一五年度
　
購入図書
二〇一五年度は、１『双六・八犬伝狗之草紙』一舗のみ
の収蔵で、 予算の関係とは言え、 いささか寂しいものとなった。
この双六は、曲亭馬琴の代表作 南総里見八犬伝』の登
場人物五五人をコマ割にしたもので、振り出しが里見義実で、上がりは『八犬伝』中の最もよく知られた「芳流閣」の場面となっている。それぞれの人物を役者似顔で描いて
いるが、そこには物故した名優も多く含まれている。題名「八犬伝狗之草紙」は、笠亭仙果作『雪梅芳譚犬の草紙（八犬伝犬廼草紙） 』 に因んだものである。馬琴の 『八犬伝』は、あまりにも長編に過ぎるため、いくつもの抄録合巻が出回った。その中でも 仙果の『犬の草紙』は特に読たもので、この作は本学図書館にも所蔵されている。1
　
双六・八犬伝狗之草紙（すごろく・はっけんでんいぬのそうし）
（巻頭カラー写真２・参考図版８）
番号
　
798/12//H
分類
　
双六
巻冊
　
一舗（ 枚）
著者
　
二代歌川国貞画
板元
　
蔦屋吉蔵
成立
　
嘉永五年刊（一八五二
―了
―
（文責
　
内村和至）
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* 二〇一三年度
　
江戸文藝文庫選定分科会
　
※印―座長
 
教
　
員―※内村和至（文学部）／杉田昌彦（文学部）
 
職
　
員―菊池亮一（図書館総務事務長） ・関口則枝（図書館総務
事務室）
 
事務局―折戸晶子（図書館総務事務室）
* 二〇一四年度
　
江戸文藝文庫選定分科会
　
※印―座長
 
教
　
員―※内村和至（文学部）／杉田昌彦（文学部）
 
職
　
員―関口則枝（図書館総務事務室） ・平田さくら（中央図書
館事務室）
 
事務局―菊池亮一（図書館総務事務長） ・吉田千草（図書館総務
事務室）
* 二〇一五年度
　
江戸文藝文庫選定分科会
　
※印―座長
 
教
　
員―※内村和至（文学部）／杉田昌彦
 
職
　
員―小倉さなえ（図書館総務事務室） ・平田さくら（中央図
書館事務室）
 
事務局―菊池亮一（図書館総務事務長） ・吉田千草（図書館総務
事務室）
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▽参考図版
1～
8
1
『恋福引』上冊・題簽
2
『先開梅赤本』上中下冊・題簽
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3
『名代振袖』題簽
　
中・下冊
4
『綴合於傳假名書』表紙
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5
『花洛中山城名所』表紙
6
『菊水物語』下冊・題簽
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7
『恋渡操八橋』上下冊・表紙
8
『双六・八犬伝狗之草紙』部分図「上がり・芳流閣」
